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抗 原:牛血清アノレブミン(以下 BAS と略す)
人 7S r-ク守口プリン(以下 HGG と略す)
反応 ji]~起用抗原: Fluorecein-isothiocyanate をラベノレした BSA (以下 FITC-BSA)




BSA 能動感作家兎のうち血中の沈降素価が 29 以上で，対応抗原による皮内反応が20x20 mm 以







10% BSA 0.2 rnl を正常家見の一眼の角以 lサに注入すると， 約10 日目頃から角膜川聞の充
血，腫脹がおこり，角膜実質には周辺部より中央部へ進行する浮腫をきたした。この反応は抗原



















角膜内感作 (BSA あるいは HGG) した家兎に抗 BSA Jfrl清を静注したのち，その角膜に惹起用
抗原を注入した。





b) HGG 角膜内感作十抗 BSA 血清静注群
TRIC-HGG と FITC-BSA を混合したものを角膜内に注入した。この場合にも組織的所見は
3 a) と同一で角膜の浮腫，強い細胞浸潤をともなう輪状混濁， 輪部の単球系を主とする細胞浸




























1) JÍJ 肢における抗原抗体反応のさいにみられる角肢の浮腫は， )曻 n英内における抗原抗体反応によ
っておこったためのみでなくて，主として輪部血管の反応によってもたらされたものである。
2 )能動感作家兎角膜の抗原抗体反応のさいにみられるような強い細胞浸潤をともなった炎症性
輪状l1t濁の形成には， JTI1 [1:1の沈降来のみによらず， 輪部における単球系を主とする反応が必要であ
る口
3) 角 )J史内抗原抗体反応のさいにみられる角膜浮腫は必ずしも遅延型反応のみによって招来される
のではなくて，角膜輪部の Arthus 反応もまた角膜浮腫を続発させる。したがって即時型，あるい
は遅延型アレノレギ一反応を角膜反応によって判定しようとする試みは，とくに慎重でなければならな
し可。
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